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令和８年産主食用米等の「生産量の目安」の基本的な考え方 

 

令和７年１２月２３日 
三重県農業再生協議会 

 

１ 県全体で引き続き米の「生産量の目安」の提示に取り組む必要性 

 農林水産省は、「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（令和７年 10

月）」の中で、全国の令和７／８年及び令和８／９年の主食用米の需要量見通

しについて、インバウンド需要及び精米歩留まりの変動を考慮し、幅を持たせ

た数値を設定されました。 

また、令和８年産の主食用米等生産量の見通しについて、令和７年産の主食

用米等生産量（746.8万トン）より約５％少ない 711万トンとしました。 

三重県農業再生協議会では、国の基本指針を踏まえ、引き続き本県の主食用

米等の「生産量の目安」を各地域農業再生協議会に対して提示するとともに、

県全体で見ると「生産量の目安」に対して生産量が少ない状況が続いているこ

とから、引き続き米価の安定と県産米の振興に向け、「生産量の目安」の提示

に取り組む必要があります。 

こうした中、県協議会では、令和７年度（令和８年産分）から農業者が米・

麦・大豆の作付け判断を適時に行い、需要に応じた生産に取り組むことができ

るよう、８月段階での「生産量の目安」（暫定目安）の提示を開始しました。 

今後の「暫定目安」の提示についても、今年度の検証を踏まえ検討を進めま

す。 

 

２ 令和８年産三重県の「生産量の目安」の考え方 

 三重県農業再生協議会では、生産者が需要に応じた生産に取り組めるよう、

三重県の「生産量の目安」を次の方法で算出します。 

 

 （１）国が公表した「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」に関す

る令和６／７年主食用米等需要量のデータに準じ､令和７／８年及び令

和８／９年の三重県産主食用米の需給見通しを算出します。 

 

 （２）この需給見通しから算出した令和８年産主食用米等生産量を「主食用

米生産量の目安」とします。 

 

 （３）主食用米等の生産に供する種子については、県産米の安定生産を図る

上で重要であることを鑑み、「水稲種子生産量」の必要分とします。 

 

 （４）「主食用米生産量の目安」に、「水稲種子生産量」を加え、三重県の

「生産量の目安」とします。 
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●三重県の令和８年産の主食用米等生産量の考え方 

 本県の令和７年６月末民間在庫量は 14,121 トン（政府備蓄米の推計在庫量

1,658 トンを含む）であり、令和７年産主食用米等生産量及び令和７／８年主

食用米等需要量見通しを踏まえて令和８年６月末民間在庫量を試算すると、

18,471トンとなります。 

 また、本県の令和８年産の主食用米等生産量については、令和９年６月末民

間在庫量を年間の主食用米等需要量の約 2 か月分相当として設定すると、

132,506トンとなります。 

 

【三重県の主食用米の需給見通し】 

 令和７／８年                     （単位：トン） 

令和７年６月末民間在庫量       Ａ 14,121 

令和７年産主食用米等生産量      Ｂ 

令和７／８年政府備蓄米供給量推計   Ｃ 

令和７／８年主食用米等供給計 Ｄ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ 

131,100 

3,179 

148,400 

令和７／８年主食用米等需要量     Ｅ 129,929 

令和８年６月末民間在庫量   Ｆ＝Ｄ－Ｅ 18,471 

 

 令和８／９年                     （単位：トン） 

令和８年６月末民間在庫量       Ｆ 18,471 

令和８年産主食用米等生産量      Ｇ 

令和８／９年主食用米等供給計 Ｈ＝Ｆ＋Ｇ 

132,506 

150,977 

令和８／９年主食用米等需要量     Ｉ 129,929 

令和９年６月末民間在庫量   Ｊ＝Ｈ－Ｉ  21,048 

 

 ※令和 7 年６月末民間在庫量は、「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（農林水産省令和７年

10 月）」の値（12,463 トン ※政府備蓄米在庫量を含まず）に、令和７年６月末時点の三重県の政

府備蓄米在庫量推計値（1,658 トン）を加算して算出した。 

 ※令和７年産主食用米等生産量は、「農林水産統計 令和７年産水稲の作付面積及び 10 月 25 日現在の

予想収穫量（農林水産省令和７年 11月 18 日公表）」の値とした。 

 ※令和７／８年の三重県の政府備蓄米供給量推計値は、全国の７／８年政府備蓄米供給量(23 万トン)

に全国に占める三重県の人口シェア（1,711 千人／123,802千人)を乗じて算出した。 

 ※令和７/８年主食米等需要量は、「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（農林水産省令和７

年 10 月）」をもとに基本指針の全国に占める三重県の需要量シェア率の直近３カ年平均に、全国の

需要見通しの振れ幅を乗じて算出した。 
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 ※令和８/９年主食米等需要量は、「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（農林水産省令和７

年 10 月）」の全国の値について、令和７／８年の需要量の最大値（711 万トン）を据え置いた数値

としているため、本県も令和７/８年の需要量の推計最大値（129,929 トン）を据え置いた値とした。 

 ※令和９年６月末民間在庫量は、三重県における約 2 か月分の需要量相当とし、具体的な算出方法とし

ては本県の令和８年６月末民間在庫量の見通し（18,471 トン）に全国の令和８年６月末民間在庫量

見通しの最小値（215 万トン）から令和９年６月末民間在庫量見通しの最大値（245 万トン）の増加

率を乗じて算出した（18,471トン×245 万トン／215 万トン＝21,048 トン）。 

 

●水稲種子生産量 

   令和８年産県内採種計画数量 玄米換算 ３４６トン 

 

３ 令和８年産三重県の「生産量の目安」 

 

 

 「主食用米生産量の目安」  ＋  「水稲種子生産量」 

 

   １３２，５０６トン   ＋     ３４６トン 

 

      「生産量の目安」 

          １３２，８５２ トン 

 

 

   主食用米生産量の目安 翌年産目安 対 当年産目安の対前年比率 

令和８年産目安 132,506 ﾄﾝ／令和７年産目安 135,946 ﾄﾝ 

      ９７．５％ （減少率２．５％） 

 

   主食用米生産量の目安 翌年産目安 対 当年産収穫量の増減率 

    令和８年産目安 132,506 ﾄﾝ／令和７年産収穫量 131,100 ﾄﾝ 

        １０１．１％ （増加率１．１％） 

 

   主食用米生産量の目安 翌年産確定目安 対 翌年産暫定目安の増減率 

    令和８年産確定目安 132,506 ﾄﾝ／令和８年産暫定目安 138,028 ﾄﾝ 

         ９６．０％ （減少率４．０％） 

     ※暫定目安…８月時点の早期提示を行った「生産量の目安」 
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４ 令和８年産の地域農業再生協議会の「生産量の目安」の考え方 

 

  三重県農業再生協議会では、生産者が需要に応じた生産に取り組めるよう、

主食用米の「生産量の目安」を地域農業再生協議会別に提供しています。 

  令和８年産においても、引き続き、「生産量の目安」を提供します。 

  各地域協議会別の「生産量の目安」の具体的な算出方法は、以下のとおり

です。 

 

（１）試算した県全体の「生産量の目安」から各地域協議会別の生産量の目安

を次のとおり配分し提示します。 

 

① 水稲採種計画を優先的に配分 

  （採種数量を優先配分後、下記の要素により生産量の目安を算定） 

 

② 営農の継続性（前年配分実績）→７０％ 

   （前年配分実績－前年採種計画数量） 

 

③ 水稲生産力（水稲作付可能数量）→２０％ 

   （（田本地面積×地域単収）－採種計画数量） 

 

④ 水稲生産実績（前年生産数量）→１０％ 

   （（前年作付面積×地域単収）－前年採種計画数量） 

 

 

（２）県全体として「生産量の目安」を可能な限り有効に活用するため、各地

域協議会から報告された「地域協議会で生産可能な数量」をもとに、未

活用が予想される数量を活用が可能な地域へ再配分する「地域協議会間

調整」を行います。 

   ※「地域協議会間調整」した数量は、翌年の前年配分実績として扱いま

せん。 


